
平成２９年３月３１日　第２０号

5年 三小 白石　龍範 あいさつは　みんなの心に　花咲かす

銀賞（１８点）

優秀賞（２点）

金賞（５点）

銀賞（７点）

優秀賞（６点）

6年

5年 二小 小野田　琉空 思いやり　相手の気持ち　分かる人
5年 二小

髙木　大空 声かけよう　いじめにあってる　友達に

5年
四小 遠藤　那夏 よごれるよ　心も町も　ポイ捨てで

鈴木　薫奈 気持ち良く　スタート切ろう　あいさつで
6年 一小

学　　年

伊藤　真果 だれにでも　笑顔で明るい　あいさつを

消したかな　気になるようなら　確認を
5年 一小

6年 一小 佐藤　亜美 ごみひろい　毎日続けて　環境浄化
6年 一小 木下　颯

学　　年 学　　区 氏　　名

学　　区 氏　　名

5年 一小
標　　　　　　　　　　　　語

三小

標　　　　　　　　　　　　語
5年 一小 柳田　麻緒 「おはよう」で　今日も一日　がんばれる

学　　年

6年 一小
髙橋　華依音 やさしい子　やめなと言える　その勇気

6年 一小 山本　紗嬉

学　　年 学　　区 氏　　名

金賞（１２点）

6年

4年 三小 小林　愛音
5年 二小 鈴木　カレン

2年 一小 鈴木　琉愛
3年 一小 後藤　ひかる

学　　年 学　　区 氏　　名
1年 四小 野舘　唯花

一小 吉野　恵深

5年
一小 向山　陸
四小 嶋田　柊三
一小 大平　陽菜乃

松浦　優杏
四小 福島　悠斗

3年
一小 葛西　汰良
四小 野舘　七海

4年
一小

2年
一小 永井　幹大
二小 大内　美羽

学　　年 学　　区 氏　　名

1年
一小 猪狩　愛美
一小 葛西　奏人

二小 白土　滉稀

1年

2年

3年

4年

5年

6年
一小 鈴木　伶
二小 海野　未来

二小 那須川　千遥
四小 五十嵐　帆乃香

四小 新妻　薫実
一小 大和田　如那

一小 波多野　結希
一小 佐藤　陽香

二小 志賀　郁花
二小 吉田　來夢

二小 小野　航佑
二小 佐藤　聡音

一小 大和田　桃花
二小 伊藤　あかり

二小 小針　大弥
二小 伊藤　珂穂

学　　年 学　　区 氏　　名
一小 朝比奈　美海

5年 二小 有賀　暖人 あいさつは　相手の目を見て　心から

最優秀賞（１点）

学　　区

6年 一小

氏　　名
6年 一小

四家　元気 見つけよう　悪いとこより　良いところ

標　　　　　　　　　　　　語

吉田　唯 あいさつで　みんなに笑顔を　届けよう
残そうよ　きれいな地球を　未来にも

藁谷　涼

標　　　　　　　　　　　　語

心から　元気にあいさつ　「こんにちは」

松浦　陽音

十
一
年
度
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
調
査
の
中
で
、
食
事
の
準
備
や
片

付
け
に
つ
い
て
の
役
割
分
担
で
は
、

女
性
が
全
部
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど

し
て
い
る
が
、
七
十
％
近
く
を
占
め

て
い
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
家
事
一
つ
を
と
っ
て
も
こ
う

な
の
で
、
掃
除
や
介
護
で
も
、
男
女

共
同
参
画
に
は
、
ま
だ
ま
だ
道
険
し

い
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
個
人
の
こ
と
で
恐
縮
だ
が
、
昭
和

二
十
三
年
秋
に
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ

れ
て
い
た
父
が
帰
還
し
た
の
で
、
八

歳
と
十
一
歳
違
い
の
二
人
の
妹
が
生

ま
れ
、
小
学
校
か
ら
帰
る
と
、
妹
の

子
守
が
中
心
で
あ
り
、
両
親
は
暗
く

な
る
ま
で
働
い
て
い
た
の
で
、
夕
飯

の
支
度
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
今
の
子
供
に
は
、
想
像
が
で
き

な
い
よ
う
な
子
供
時
代
で
あ
っ
た
。
 

 
そ
の
た
め
、
炊
事
を
す
る
こ
と
が

苦
に
な
ら
な
く
な
り
、
結
婚
し
て
か

ら
も
妻
が
忙
し
い
時
は
、
台
所
に
立

つ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
天
ぷ

ら
や
す
き
焼
き
は
、
家
庭
科
の
教
員

で
あ
っ
た
妻
よ
り
も
上
手
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
で
も
作

る
こ
と
が
多
い
。
 

 
最
近
は
共
稼
ぎ
の
家
庭
も
増
え
、

男
が
食
事
の
準
備
を
す
る
割
合
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
の
で
、

男
女
共
同
参
画
と
い
う
考
え
を
更
に

発
展
さ
せ
、
協
力
し
て
家
庭
を
支
え

る
こ
と
や
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
創

り
出
し
て
い
く
こ
と
を
、
前
向
き
に

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
 

１面 男子厨房に立たず  ２面 愛の一声運動・おやこ体験教室 

３面 好間ジュニア学級・大なわとび大会 ４面 好間町ポスター展・標語展 

編集発行 
いわき市青少年育成市民会議 
好 間 地 区 推 進 協 議 会 
 
事務局 
いわき市立好間公民館 

いわき市青少年育成市民会議 

好間地区推進協議会だより 

平
成
二
十
八
年
六
月
六
～
九
日
 

 
第
一
回
愛
の
一
声
運
動
（
三
十
七
名
出
席
）
 

 平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日
 

 
好
間
町
子
ど
も
会
親
善
球
技
大
会
（
共
催
）
 

 平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
～
十
四
日
 

 
第
二
回
愛
の
一
声
運
動
（
三
十
四
名
出
席
）
 

 平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
～
十
一
日
 

 
第
三
回
愛
の
一
声
運
動
（
三
十
一
名
出
席
）
 

 平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日
 

 
お
や
こ
体
験
教
室
 

 
 
 
「
手
作
り
ピ
ザ
に
挑
戦
‼
」
 

 平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
 

 
第
十
九
回
好
子
連
大
な
わ
と
び
大
会
（
共
催
）
 

 平
成
二
十
九
年
一
月
下
旬
よ
り
 

 
第
四
十
六
回
好
間
町
少
年
ポ
ス
タ
ー
展
・
 

 
第
三
十
四
回
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
展
 

 
入
賞
作
品
掲
示
 

 
（
各
小
学
校
・
好
間
公
民
館
）
 

 
※
入
賞
作
品
は
好
間
公
民
館
に
三
月
上
旬
 

 
 
ま
で
掲
示
 

 平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
五
日
 

 
第
四
十
六
回
好
間
町
少
年
ポ
ス
タ
ー
展
・
 

 
第
三
十
四
回
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
展
 

 
表
彰
式
（
主
催
）
 

 平
成
二
十
九
年
三
月
五
日
 

 
ま
ち
づ
く
り
文
化
講
演
会
 

 
三
な
い
運
動
啓
発
活
動
 

好間町少年ポスター展・社会を明るくする標語展 
 第４６回好間町少年ポスター展及び第３４回社会を明るくする標語展を、好間町子ども会育成会連絡協議会との共催で実施しました。 
 各小学校の御協力によりまして、ポスター展には５９５点、標語展には２２０点の応募がありました。 
 標語については片寄秀雄先生と武田喜美男先生に、ポスターについては草野周子先生に、それぞれ審査いただきました。 
 入賞作品は、各小学校を巡回して掲示された後、好間公民館に掲示され、２月２５日（土）に表彰式を行いました。なお、標語について
は、好間一・二・三・四小、好間中学校、好間公民館の標語掲示板に、入賞作品のうち最優秀賞から銀賞までの作品が掲示されておりま
すので、ご覧ください。 上位入賞者と作品は次のとおりです。 

好
間
地
区
推
進
協
議
会
 

 
 
 
 
会
長
 
片
寄
 
秀
雄
 

第３４回 社会を明るくする標語展入賞者・作品 

第４６回 好間町少年ポスター展入賞者 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
経
過 

 
 

 
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
を
迎
え

た
時
、
私
は
三
歳
に
な
ら
な
か
っ
た
。

家
父
長
制
の
考
え
が
残
る
男
性
中
心

の
社
会
か
ら
、
民
主
主
義
・
男
女
同

権
な
ど
、
日
本
の
世
の
中
は
大
き
な

変
化
が
訪
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年
に

小
学
校
に
入
学
し
た
が
、
六
・
三
・

三
・
四
制
に
改
革
さ
れ
た
学
校
教
育

が
軌
道
に
乗
り
、
現
在
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
男
女
は
同
じ
教
室
で

同
じ
教
科
を
学
習
し
て
い
た
。
男
女

が
分
か
れ
た
の
は
、
中
学
校
で
男
子

は
職
業
、
女
子
は
家
庭
を
学
習
し
た
。

今
は
技
術
家
庭
と
な
り
、
男
女
一
緒

の
授
業
を
受
け
て
い
る
。
 

 
こ
の
よ
う
に
学
校
で
は
、
平
等
に

教
育
を
受
け
て
い
る
が
、
日
常
生
活

な
ど
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
男
女
の

役
割
の
違
い
に
よ
る
、
男
性
は
家
庭

よ
り
も
仕
事
優
先
の
考
え
が
ま
だ
ま

だ
多
い
。
 

 
学
校
で
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
男

女
分
け
隔
て
な
く
指
導
さ
れ
て
い
る

の
で
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、
一
歩

校
外
に
出
る
と
、
男
の
く
せ
に
と
か
、

女
だ
て
ら
に
、
と
い
う
こ
と
ば
を
よ

く
耳
に
す
る
。
標
題
に
掲
げ
た
”
男

子
厨
房
に
立
た
ず
”
は
、
も
う
使
わ

れ
な
く
な
り
、
死
語
に
近
い
が
、
以

前
は
男
の
子
は
よ
く
聞
か
さ
れ
た
こ

と
ば
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
平
成
二
 

 
 

男
子
厨
房
に
 

 
 
 
 
立
た
ず
 ”  

“  


